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「ヒト汗腺の解剖研究」へご協力のお願い 

―２０１７年１月１日～２０２３年３月３１日の間に岡山大学において献体をされたご遺

族の方へ― 

 

研究機関名 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 

研究機関長 大塚愛二 

 

研究責任者 岡山大学病院 形成外科  助教 品岡玲 

研究分担者 岡山大学医歯薬学総合研究科 人体構成学  教授 大塚愛二 

         

 

 

１．研究の概要 

1) 研究の背景および目的 

ヒトの汗腺は汗をかくための重要な臓器です。多汗症や腋臭症など汗による病気も存在しま

す。 

しかし汗腺の異常で生命にかかわることがすくないため、解剖研究は多くは行われておら

ず、それらの手術をする際に解剖情報が足りていません。 

汗腺に対する手術治療をさらによくするため解剖研究を行います。 

尚、この研究に参加されましても、通常の系統解剖が行われます。参加による不利益はございま

せん。 

 

 

2) 予想される医学上の貢献及び研究の意義 

    汗腺が関わる、多汗症・腋臭症などの研究が促進されます。さらに汗腺が関わる新たな病気が

見いだされる可能性があります。 

 

２．研究の方法 

1) 研究対象者 

２０１７年 1 月１日～２０２３年３月３１日の間に岡山大学において献体された方１００名を研究対象

とします。 

 

2) 研究期間 

２０１７年５月２４日～２０２４年３月３１日 

 

3) 研究方法 

２０１７年１月１日～２０２３年３月３１日の間に岡山大学において献体された方１００名を、研究者が

解剖を行い、汗腺の解剖を明らかにします。 

 

4) 使用する試料 

御遺体の試料を一部用いますが、ご遺体の個人情報は削除し、匿名化して、個人情報などが漏洩しないよ

うプライバシーの保護には細心の注意を払います。 

 

5) 使用する情報 
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この研究に使用する情報として、献体時のアンケートから以下の情報を抽出し使用させていただきます

が、ご遺体の個人情報は削除し、匿名化して、個人情報などが漏洩しないようプライバシーの保護には細心

の注意を払います。 

・ 年齢、性別、手術歴、既往歴 

 

6) 試料・情報の保存、二次利用 

この研究に使用した試料・情報は、研究の中止または研究終了後５年間、岡山大学人体構成学で保存させ

ていただきます。電子情報の場合はパスワード等で制御されたコンピューターに保存し、その他の試料・情

報は施錠可能な保管庫に保存します。なお、保存した試料・情報を用いて新たな研究を行う際は、人体構成

学のホームページの掲示板に掲示してお知らせします。 

 

7) 研究計画書および個人情報の開示 

この研究における個人情報の開示は、故人が生前希望される場合にご遺族にのみ行います。内容について

おわかりになりにくい点がありましたら、遠慮なく担当者にお尋ねください。 

この研究はご遺体のデータを個人情報がわからない形にして、学会や論文で発表しますので、ご了解くだ

さい。 

この研究にご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。また、献体者の試料・情報

が研究に使用されることについて、ご遺族がご了承いただけない場合には研究対象としませんので、献体

者の死後３０日までの間に下記の連絡先までお申し出ください。この場合はご遺族の方々に不利益が生じ

ることはありません。 

 

＜問い合わせ・連絡先＞ 

 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 人体構成学 

 氏名：品岡 玲 

 電話：086-235-7091（平日：8時 30分～17時 15分） 

ファックス：086-235-7094 


